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大 梅 折 華 山 園 遂 正法 寺 安比 高原 
だ い ば い ね ん げ さ ざん えん づ う し ょ う ぼ うじ あっ ぴこ う げ ん 
か つて 東北 地方 に お ける 費 洞 宗 第 三 の 本 山 の 格 式 を 有 し 四季 折々 の 美しい 大 自然 の 中 、 ア ウト ドア を 満喫 で きる 国内 屈指 の 
oy コ [ ーー た 古 利 。 法 堂 の 茅 草 屋根 は 日 本 一 の 茅 茸 と いわ れ 、 法 堂 、 高原 リゾ ー ト 。 冬 に は パウ ダー スノー が 舞う スキ ー 場 に 多く の 人 が 
| ン ン を と ニン レス エン ズム さそ ピル ング た えっ 逢 W ーー 1 庫 禅 、 愛 門 は 国 指定 重要 文化 財 。 如 0197-26-4041 訪れ る 。 合 0195-78-3500( 八 幡 平 市 観光 協会 ) 


いわ て の 魅力 が きっ し り 詰 まっ た 特別 企画 の 数 々 を ご 縮 介 ! (人 っ TIW WW リ DC / 奥 の 正法 寺 秘 介 本 尊 安比 高原 「 雲 海 ゴ ンド ラ 」& 
今 だ か と へ 1 本 記 「 如 意 輸 観世 音 菩薩 学 像 」 御 開帳 「 天 空 ナ イト ゴン ドラ 」 
1 w F ョ 次“ 幸 dE 生 ン 。 加計 店 国 秘 人 居 と され る 御 本 尊 を 東北 DC 期間 中 、 特 別 日 件 前 森山 山頂 か ら 岩 手 山 、 八 幡 平 な ど 大 パノラマ が 眺 望 










叶 : En に 御 開帳 。 鎌 倉 時 代 後 期 の 作 で 、 岩 手 県 指定 い : h 。 で きる 。 時 に は 幻想 的 な 雲海 と の 出会い も 。 星 空 観 党 
EN 文化 財 と な っ て いる 。 合 0197-26-4041( 正 法寺 ) を 格別 。 始 0195-73-5010( ホ テル 安比 グラ ンド 予約 セン ター) 







国選 定 武 家屋 敷 
金ケ崎 町 城内 諏訪 小路 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 


くに せん て いぶ け や し きか ね が さき ちょ うじ ょ うな いす わこ うじ 
じゅ う よ う で ん と う て き けん ぞう ぶつ ぐん ほぞ ん ちく 


武家 地内 の 小路 は ほぼ 江戸 時 代 の まま で 、 今 も 往時 の 様 
子 が うか が える 武家 屋敷 の 町 並み が 残る 。 生 垣 や 屋敷 林 
か ら 垣 間 見 える 庭園 も 趣き 深い 。 

谷 0197-41-2355( 白 糸 ま ちな み 交 流 館 ) 


DC / 侍 住 宅 で 日 本 文化 を 
ちょ こっ と 体験! 


江戸 時 代 の 面影 と 風情 を 残す 侍 住 宅 で 、 日 本 
文化 を 体験 。 着 付け 、 抹 茶 た て 、 習 字 の 体験 が 


盛岡 城下 で 悪さ を は た らく 鬼 ・ 羅 弟 ( ら せつ ) に 困り 果て た 人 々 が 、 三 ツ 石 神社 の 神様 に 悪鬼 退治 クシ シシ ンク シク ンク ンク シン 


を 祈願 。 神 様 は 鬼 に 二度と 悪さ を し な いと いう 区 い の 手形 を 岩 に 押さ せ 、 鬼 は 退散 。 こ れ が 「 岩 
手 ]」 の 名 の 由来 と も 。 喜 ん だ 人 々 が 「 さ ん ささ ん さ 」 と 踊っ た こと が さん さ 踊 り の 始ま り と いわ れる 。 








平 ド ラゴン > 八幡平 
※2020 年 12 月 現在 の 情報 で す 。 開 催 日 時 、 料 金 、 参 加 条件 等 、 各 企画 の 詳細 に つき まし て は 、 記 載 の お 問い 合わ せ 先 に ご 確認 くだ さい 。 八幡 平 ド フ ン ア イ 
※ 内 容 、 開 催 時 期 等 が 変更 に な る 場合 が あり ます の で 、 事 前 に ご 確認 下さ い 。 は ち ま ん た い ど ら ご ん あい 
沼 の 雪解け の 様子 が 龍 の 目 








盛岡 さん ざさ 踊り 品 沢 賢治 記念 館 

も りお か さん さ お ど り みや ざわ けん じき ね ん か ん 

東北 五大 祭り の 一 つ で 、 岩 手 を 代表 する 夏 の 祭り 。 勇 壮 宮沢 賢治 の 世界 に 出会え る 施設 。 生 涯 に わた る 多彩 な 

な 和 太 鼓 と 笛 、 華 肌 な 群 舞 の パレ ー ド は 圧巻 。 毎 年 活動 を 5 分 野 に 分 類 し 、 映 像 や 関連 資料 を 展示 紹介 し て “八幡 平 ド ラゴン アイ と 
8/1-8/4 開 催 。 信 019-624-5880( 盛 岡 さん さ 踊 実行 委員 会 いる 。 富 0198-31-2319 早春 の 高山 植物 “ 

DC / つなぎ で つなぐ く 、 DC / 宮沢 賢治 「 雨 ニモ マ ケ ズ 」 雪上 トレ ッ キ ング 

2 に の に リ ) 実物 の 手帳 公開 !! 澄み 切っ た 空気 の 中 、 登 山 ガ イド と 回 悦司 


と も に 、 八 幡 平 ドラ ゴン アイ と 雷 の 中 誤 
に 芽 吹 く 早 春の 高山 植物 に 出会う 。 
谷 0195-78-4111( 八 幡 平 マウ ン テ ン ホテ ル ) 


宮沢 賢治 の 「 雨 ニモ マ ケ ズ 」 が 書か れ た 実物 
の 貴重 な 手帳 を 、2 週 間 に 限 定 し 特別 公開 。 
分 0198-31-2319( 宮 沢 賢治 記念 館 ) 


祭り の 本 番 さ な が ら の 太鼓 と 踊り 。 見 て 、 
参加 し て 、 楽 し むこ と が で きる つなぎ 温 泉 
の 特別 ナイ ト プ ロ グラ ム 。 

会 019-689-2109( つ な ぎ 温 泉 観光 協会 ) 
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特集 2 


三陸 の 海 と 大 地 を 体感 する 


三陸 の 海 と 山 が 織り な す 景 色 は 時 に 優し く 、 時 に 荒 々 し い 。 


四季 折々 、 朝 な タ な 、 


みち の く 潤 風 ト レイ ル と 。 ( wirhikw cowel rr 





青森 県 か ら 福島 県 まで の 太 
平 洋 沿岸 を 行く ロン グ ト レイ 
ルコ ー ス 。 さ ま ざ ま な 道 を 歩 
き な が ら 、 土 地 の 暮 らし や 文 
化 、 歴 史 に ふれ 、 三 陸 な ら で は 
の リア ス 海 岸 の 絶 胃 や 、 豊 か 
な 海 の 幸 、 大 地 の 恵 み を 存 分 
に 満 嘆 し よう ! 


戸 


移り 変わ る 景色 に 心 を 寄せ て 、 め ぐり た い 。 


みち の く 潮 風 ト レイ ル 


三 叶 ジオ バー ク と は 


青森 ・ 召 手 ・ 宮 城 の 3 県 16 市 町 

村 か ら な る 日 本 最大 の ジオ 

パー ク 。 山 と 海 の 美 し い 自 然 

応 谷 や 、 約 5 億 年 前 か ら の 大 地 

の 記憶 に ふれ る こと が で きる 。 
三陸 地域 で 繰り 返さ れ て きた 

津波 の 歴史 を 後世 に 伝え る 学 

習 フ ィ ー ル ド と し て 
も 活用 され る 。 








! ・ ョ ーー。 ャ 
四 IL / 和 思っ 





K 
三 了 。 に 上 1 - F し 肖 


山田 湾 と オラ ンタ 島 や まだ わん と お らん だ じ ま 其 石 海岸 クン グイ バグ 2 


波 穏やか な 山田 湾 は カキ ・ ホ タテ な どの 養殖 が 盛ん 。 江 戸 時 代 に オ 未 崎 半 島 の 先端 に 広がる 約 6km の 海岸 。 基 石 岬 や 乱 暖 谷 、 雷 岩 な 
ラン ダ 船 が 投 氏 し た こと か ら 名 づけ られ た 無人 島 ・ オ ラン ダ 島 は 体 ど 雄 大 な 断崖 絶壁 、 巨 岩 が 続き 、 迫 力 あ る 景観 が 迫る 。 小 型 漁 船 で 


験 観光 の 人 気 ス ポッ ト に 。 
会 0193-65-7901( 山 田町 観光 協会 ) 


めぐ る 穴 通 船 も 人 気 。 
谷 0192-29-2359( 碁 石 海岸 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー) 


DC / 三陸 の 無人 島 ・ オ ラン タダ 島 で DC / 著 石 海岸 
山田 式 キ ャ ンプ 飯 体験 お 手軽 散策 コー ス (初心 者 向け ) 





エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 に 囲ま れる オラ ンダ 島 に 上 陸 
し 、 山 田 の アウ トド ア 飯 、 カ キ の 蒸し 焼き な ど を 楽し む 。 
人 0193-82-3111( や まだ ワン ダフ ル 体 験 ビュ ー ロ ー) 


碁石 海岸 遊歩 道 を ガイ ド と 共に 歩き 、 大 船渡 の 歴史 や 





さる 。 容 080-9079-7451( 椿 の 里 ・ 大 船渡 ガイ ド の 会 ) 


2021 年 4 月 谷 0193-65-7901 














文化 を は じ め 、 震 災 の 記憶 、 防 災 に つい て 知る こと が で 


みち の く 潮 風 ト レイ ル 
Michinoku Coastal Trail 





北山 崎 きた や まさ ざき 

黒崎 か ら 弁 天 崎 まで の 約 8km に わた る 、 国 内 屈指 の 断崖 景勝 地 。200m も の 高 
さ の 断崖 が 連なり 合う 絶景 が 圧巻 の スケ ー ル で 人 迫る 。 

谷 0194-33-3248( 田 野 畑 村 総 合 観光 案内 所 ) 


DC / 北山 崎 ウ ォ ー キ ング ガイ ド ( ハ イカ ー 向 け ・ 一 般 向け ) 


6 
| 海 の ア ルプ ス 」 と も 呼ば れる 北山 崎 の 断崖 直下 の 浜辺 
で 大 自然 を 感じ な が ら の ガイ ドウ ォ ー ク 。 
谷 0194-37-1211(NPO 法 人 体験 村 : た の は た ネッ トワ ー ク ) 











Michinoku Coastal Trai 


( みち の く 湖 風 ト レイ ル 
hinoku Coastal Trail 


促 箱 崎 シ 千畳敷 お は こざ き ・ せ ん じょう じき 

箱崎 半島 の 先端 に 位置 する 景勝 地 ・ 御 箱崎 。 外 洋 に 面 し て お り 、 そ の 海 の 色 は ひ 
と きわ 濃く 美しい 。 南 側 に は 巨大 な 花岡 岩 の 奇 岩 を 敷き つめ た よう な 、 広 大 な 千 
畳 敷 が 広がる 。 合 0193-22-5835( 移 石 観光 総合 案内 所 ) 


DC / 根 浜 海岸 出発 ! 御 箱崎 千 辿 敷 トレ ッ キ ング 
“ 
手つかず の 大 自然 の 中 に 、 荒 々 し い 岩 肌 を みせ る 千 連 


敷 。 三 陸 の 海 と 大 地 を 満喫 で きる トレ ッ キ ング 。 
谷 0193-27-5455( 根 浜 シ ー サ イド レス ト ハ ウス ) 





1 に 箇 『 
ョ | 
ML = 


、 EE 、 Sa RMU エキ ー = 





SC 々 

人 移 ーー 」 

浄土 の 浜 ( みち の く 潮風 トレ イル 
Michinoku Coastal Trail 


DC / 浄土 ヶ 浜 ウォ ー キ ング ガイ ド ( ハ イカ ー 向 け ) た 





爽快 な 浜風 に 吹か れ な が ら 、 適 度 な アッ プ ダ ウン 
の 自然 歩道 を 歩き 、 小 さ な 漁 港 、 海 岸 を めぐ る 。 
谷 0193-65-1690( 浄 土 ヶ 浜 ビ ジ タ ー セ ンタ ー) 


「 さ な が ら 極 楽 浄土 の ご と し 」 と 調 わ れ た 、 三 
陸 を 代表 する 景勝 地 。 日 償 の 浜 に 海 の 群青 、 
松 の 緑 が 織り な す 鮮 や か な コン トラ スト が 訪 
れる 人 を 魅了 する 。 

谷 0193-62-3534( 宮 古 観 光 文 化 交流 協会 ) 








| いわ て の 海 と 山 。 自然 が 8 の mr の to 四季 折々 、 ふと 目 に する も の が 心 に 暫 午 く 一 幅 の 絵 と な る いわ て 。 
LM PF ます っ 


| を 


。 龍泉 洞 りゅう せん どう 


日 本 三 大 鐘 乳 洞 の 一 つ 。 約 2 億 年 前 の 石灰 岩層 が 造り 出し た 巨大 な 鐘 乳 洞 で 、 


神秘 的 な 舞 乳 石 の 造形 や 、 世 界 屈指 の 透明 度 を 誇る 地底 湖 が 見 られ る 。 
谷 0194-22-2566 (龍泉 洞 事務 所 ) 


龍泉 洞 の 地 克 湖 の 写真 撮影 代行 サー ビス 


ドラ ゴン ブル ー に 輝く 地底 湖 で 、 照 明 機 材 を 使用 し て スタ ッ フ が 写 


真 撮影 を 代行 する サー ビス 。 
会 0194-22-2566( 龍 泉 洞 事 務 所 ) 


ラ と うえ ん 
6 歴史 公園 えさ し 藤原 の 絡 人 DS 
世界 遺産 | 平泉 ] を 築き 上 げた 奥州 藤原 氏 と 、 み ちの く の 歴 史 と 文化 を 体感 で 
きる 広大 な テー マ パ ー ク 。 数 多く の テレ ビ 番 組 や 映画 の ロケ 地 に も な っ て いる 。 
分 0197-35-7791 
DC / 歴史 公園 えさ し 藤原 の 乱 
「 真 夏 の ライ ト ア ッ プ & プ ロジ ェクション マッ ピン グ 」 
真夏 の 夜 に 幻想 的 な 光 が あ ふれ 、 時 を 越え て ひろ が る 平安 時 代 の 
空間 を 楽し みた い 。 谷 0197-35-7791 


で ョ * 
FT 


9 宮沢 賢治 童話 村 みや さわ けん じ どう わ む ら 

賢治 の 童話 を モチ ー フ に 、 広 大 な 敷地 内 に 広がる 童話 世界 を 体感 で きる 。「 訪 
れ て みた い 日 本 の アニ メ 聖 地 88」 に 3 年 連続 で 選定 。 

会 0198-31-2211 

フォ ト ジ ェ ニッ ク な スポ ッ ト ! 

DC NN es 
革 話 村 の 森 ラ イト アッ プ 2021 

em 品 森 の 中 で 光 が 漂 う 幻 想 的 な ライ ト ア ッ プ が 、 自 然 と 現実 が 入り 交 じ 


5 る 宮沢 賢治 の 童話 世界 へ と 誘う 。 
谷 0198-41-3591 (花巻 市 賢治 まち づく り 課 ) 


③ 国 子 西 様 


う ね ど りさ ま 


恋愛 成就 の パワ ー ス ポッ ト と いわ れる 。 境 内 で 無人 
販売 され て いる 赤い 布 を 利き 手 で は な い 方 の 手 だ 
け で 木 に 結ぶ こと が で きれ ば 願い が か な うと も 。 

登 0198-62-1333( 遠 野市 観光 協会 ) 


G 南昌 壮 世 語 


な ん し ょ よう そう 


国 登録 記念 物 、 盛 岡市 指定 保護 庭園 ・ 景 観 重 要 建 
造物 。 新 緑 の 季 節 に 木々 の 緑 が 室 内 に 映り 込む 「 床 
みどり 」 が み ら れ 、 城 下町 盛岡 の 風情 が 感じ られ る 。 
谷 019-604-6633 


@ 犯 算 渓 舟 下り 回 
げ い び け いふ な くだ り 回 : は 

高 さ 100m を 越え る 絶壁 が そびえ 立つ 狐 鼻 渓 は 、 船 

頭 の げ い び 追 分 を 聴き な が ら 、 の ん びり 下る 舟 下 り 

が 人 気 。 春 に は 鮮やか な 藤 の 花 が 幾重 に も 垂れ 下 

が り 新 緑 に 映え る 。 

分 0191-47-2341( げ いび 観光 セン ター) 


9 厳美 渓 了 還 
げん び け い Hg 


盤 井川 中 流 の 約 2km に わた る 渓谷 。 轟 音 を 立て て 

岩間 を 流れ る 水流 が 悠久 の 時 を 経て 創り 上 げ て き 
こ 変化 に 富ん だ 景色 が 続く 。 

容 0191-23-2350( 一 関 市 観光 協会 ) 


6 馬 仙 峡 


ば せん きょう 
馬淵 川 の 清流 を 挟む 渓谷 に 日 本 一 の 大 き さ を 誇る 
夫婦 岩 が そびえ 立つ 景勝 地 。 迫 力 ある 渓谷 と 色 鮮 や 
か な 紅葉 の 取り 合わ せ が 見 事 。 
谷 0195-23-3641( 二 戸 市 観光 協会 ) 


① 普代 浜 園 地 キ ラウ ミ 
ふ だ い は まえ ん ち き ら うみ 
三陸 沿岸 で は 珍し い 、 白 砂 の 砂浜 の 海岸 が 南北 約 
600m に わた り 弓 状 に 広がる 。 広 々 と し た 緑地 に 、 キ 
ラキ ラ と し た 海 の 青 と 白砂 の コン トラ スト が 美しい 。 

容 0194-35-2115( 普 代 村 観光 協会 ) 


$⑪ 鍵 秋 湖 大 滝 
きん し ゅ うこ お お た き 
7 月 中 旬 ー10 月 上 旬 に 行わ れる ライ ト ア ッ プ は 日 本 
夜景 遺産 に 認定 され た 。 日 中 は 、 滝 の 内 側 を 通る こ 
障 Bi の の の だ けけ の の ご 
る 。 容 0197-81-1135( 西 和賀 町 観光 協会 ) 


4) 折 爪 岳 つめ だけ 


北上 高地 の 最 北 端 に 位置 する 県 立 目 然 公園 折 爪 后 。 好 天 時 に は 山頂 展望 合 か 
ら 岩 手 山 や 、 八 甲田 連峰 の ほか 遠く 太平 洋 沿岸 の 八戸 市 まで 眺望 で きる 。 


いわ て の 夏 の 折 爪 岳 ヒメ ボタ ル の 光 
プレ ミア ム ナ イト ノ 星 空 観 察 
日 本 有数 の ヒメ ボタ ル の 生 候 地 ・ 折 爪 岳 。 真 夏 の 夜 に 百 万 匹 と も い 


われ る ヒメ ボタ ル が 舞う さま は 圧巻 。 
谷 0195-43-3213( 二 戸 市 産業 振興 部 商工 観光 流通 課 ) 








大 地 に 春 が 色づく 。 
あでやか な 桜色 、 
みず みず し い 菜 の 花色 。 


四季 折々 、 い わ て の 大 地 を 彩る 花 と の 出会い を 。 


北上 展 勝 地 


きた か みて ん し ょ うち 


|「 みち の く 三 大 桜 名 所 ] の ひと つ 。 
北上 川 河畔 に 2km ほ ど 続 く 桜 並 
木 を は じ め 、 約 150 種 1 万 本 も の 
桜 が あ る と いわ れる 。2021 年 に 開 
園 100 周 年 を 迎え る 。 

4 月 中 旬 5 月 上 旬 5 回 


谷 0197-65-0300 
(北上 観光 コン ベン ショ ン 協 会 ) 国 草 較 


みち の く 
あじ さい い 園 


みち の く あ じ さ ざさ いえ ん 

日 本 有数 の 原種 品種 数 を 誇り 、 約 
400 種 4 万 株 も の あじ さい が 咲き 
誇る 。 広 大 な 杉林 に 散策 コー ス が 
整備 され 、 多 種 多 様 な あじ さい の 
風情 を 楽し め る 。 

6 月 下旬 7 月 下旬 
開園 中 谷 0191-28-2349 _ 
(みち の く あ じ さ い 園 ) 品 計 な ロ 
閉園 中 谷 0191-23-2350 
(一 関 市 観光 協会 ) 回 


石割 桜 

いし わり ざく ら 
盛岡 地方 裁判 所 の 庭 の 巨大 な 花 
賠 娠 を 割り 、 大 きく 育っ た 桜 。 樹 齢 
360 年 と も いわ れる エド ヒガ ン ザ 
クラ が 春 に は みごと な 花 を 咲か せ 
る 。 国 の 天然 記念 物 に 指定 。 
4 月 中 旬 ー 下 旬 回 


HH 
谷 019-604-3305 
(盛岡 観光 コン ベン ショ ン 協 会 ) [ 加 : 






唐 丹 町 
本 郷 の 桜 普 木 


と うに ちょ うほ ん どう の さく ら な みき 
昭和 8 年 の 三陸 大 津波 か ら の 復興 
を 願い 、 約 2,.800 本 の ソメイヨシノ 
が 植樹 され た 。3 年 に 一 度 の 天 照 
御 祖神 社 祭 典 で は 桜 並木 を 大 名 
行列 が 練り 歩く 。 

4 月 中 旬 一 下旬 


谷 0193-27-8421 
(全市 産業 振興 部 商 工 観光 課 ) 回 洋 





雪谷 川 ダ ム 
フォ リス ト パ ー ク ・ 軽 米 


ゆき や が わ だ お ふ ぉ りす と ば ー く ・ か る まい 
軽米 の 豊か な 自然 の な か に 作ら れ た 水 と 緑 の 公園 。 
広大 な 園内 に 、15 万 本 も の 色とりどり の チュ ー リ ッ 
プ の 花畑 が 広がる 。 


4 月 下旬 て 5 月 中 旬 
谷 0195-46-4746( 軽 米 町 観光 協会 ) 





L。 
に 
量 


r に ド 還 1 
人 全 せ 


ロ 


戸井 良 沢 水色 廊 公 園 


と いら ざわ みず ば し ょ うこ うえ ん 
戸井 良 沢 治 い に ミズ バシ ョ ウ の 群生 地 が あり 
解け と と も に 可憐 な 花 を 咲か せる 。 遊 歩道 か 
ズバ ショ ウ や カタ クリ を 間近 に 観察 で きる 。 

5 月 上 旬 - て 中 旬 
人 0195-42-2111( 九 戸村 観光 協会 ) 


ら 


上 
過 
ご 








小岩 井 農 場 の 菜の花 
こい わい の うじ ょ う の な の は な 
残雪 の 岩手 山 を 背景 に 、 あ ざ や か な 黄色 い 菜 の 花 
畑 が 広がる 。jR 小 岩井 駅 か ら 小 岩井 農場 まさ ば 
まで の 県 道 沿い の 「 菜 の 花 ロ ー ド 」 は 春の いわ 


て の 絶景 。 
回 生還 回 
5 月 中 旬 HE 3 
容 019-692-4321( 小 岩井 農場 まき ば 園 ) 思 
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Hi  . 還 EE 





五葉 山 の ツツジ 皿 5 
ご よう ざん の つつ じ 
三陸 沿岸 随 一 の 高峰 ・ 五 葉山 は 「 花 の 百名 山 ] と し 
て 知ら れる 高山 植物 の 宝庫 。 登 山 シ ー ズ ン の 訪れ 
と 共に 、 鮮 や か な 紅色 の ツツジ の 大 群落 が 花開く 。 
5 月 下旬 6 月 上 旬 
容 0192-21-1922( 大 船渡 市 観光 物産 協会 ) 





石神 の 丘 美術 館 ラベ ンタ ーー 園 
いし が み の お か びじゅつ か ん ら べ ん だ ー え ん 
県 内 初 の 野外 彫刻 美術 館 。 屋 外 エ リア < 花 と アー 
ト の 森 > の ラベ ンダ ー 園 で は 約 1 万 株 の ラベ ン 
ダー が 初夏 の 風 に 揺れ 、 訪 れる 人 を 魅了 する 。 


6 月 下旬 7 月 上 旬 
谷 0195-62-1453( 石 神 の 丘 美術 館 ) 








煙 山 ひま わり バー ク 


けむ や まひ まわ り ば ー く 


南昌 山 を 背景 に 広がる 約 2.8ha も の 広大 な ひま わ 

り 畑 。 約 40 万 本 も の ひま わり が 真夏 の 太陽 の 光 を 

浴び て 、 元 気 い っ ぱい に 咲き 誇る 。 
8 月 中 旬 

容 019-611-2605( 矢 貼 町 産業 観光 課 ) 












。 久慈 秋まつり 
くじ あき まつ り 

600 年 以上 の 伝統 を 誇る 県 北 エリ ア 最大 の 祭り 。 初 日 と 最終 日 に は 山 回 症 

車 や 神 奥 が 練り 歩く ほか 、 中 日 の 卿 寺 芸 能 パレ ー ド も 見 どこ ろ 。 8 

公 0194-66-9200( 久 慈 市 観光 物産 協会 回 


@ 北限 の 海女 フェ ステ ィ バ ル 防 国 室 | 8 第 1B 曜 ] 
ほ く げ ん の あま ふえ す て い ぃ ば る 

小袖 漁港 を 会 場 と し て 開催 。「 北 限 の 海女 」 の 素 潜り 実演 は じ め 、 新 鮮 

な 地元 海産 物 の 販売 、 郷 土 芸能 の 披露 な ど が 行わ れる 。 

谷 0194-52-2123( 久 慈 市 観光 交流 課 ) 


SG 化 巻 まつ り 
は な まき まつ り 

420 年 以上 の 歴史 ある 祭り 。 優 雅 な 花巻 ば や し に あわ せ て 風流 山車 が 国 還 

繰り 出さ れ 、100 基 を 超え る 神 興 、 鹿 踊 、 神 楽 権現 細 の パレ ー ド が 続く 。 

公 0198-41-3542( 花 巻 まつ り 実生 委員 会 GE 


| 9 月 第 3 金 ・ 土 日 | 












| 9 月 第 2 土曜 を 中 日 と し た 金 ・ 土 日 | 


6 北上 ・ み ちの く 芸 能 ま つり [ 8 月 第 1 金 ・ 土 -B ] 
きた か み ・ み ちの く げ い の う ま つり 

3 日 間 に わた り 県 内 外 の 民俗 芸能 が 披露 され る 祭典 。 鬼 剣舞 や 鹿 踊 の 国 刻 : 還 

大 群 舞 は 圧巻 。 ト ロッ コ 流 し と 花火 大 会 が 祭り の フィ ナー レ を 飾る 。 NB 

谷 0197-65-0300( 北 上 観光 コン ベン ショ ン 協 会 ) 回 nu 

| 毎年 6 月 第 2 土曜 | 


o チャ クチ ャ ク 馬 コ 


ちゃ ぐち ゃ ぐう まっ ご と 


色 鮮 や か な 装束 と 鈴 を 身 に つけ た 約 80 頭 の 馬 が 、 滝 沢 市 の SM ks 





鬼越 蒼 前 神社 か ら 盛 岡 八 幡 紀 まで の 約 14 キ ロ を 行進 する 。 
会 019-613-8391 (盛岡 市 観光 課 ) 019-684-2111( 滝 沢 市 観光 物産 課 ) 


$ 春の 藤 原 まつ り 


は る の ふじ わら まつ り 


[盛岡 市 ] [滝沢 市 ] 
| 毎年 571-5/5 | 





100 人 の 大 行列 が 古都 平泉 を 彩る 。 如 0191-46-2110( 平 泉 観光 協会 ) 


eo 天台 寺 あ じ さ い 祭 り [ 
て ん だ いじ あじ さい まつ り 

1200 年 の 歴史 ある 北東 北 の 古 剃 、 天 台 寺 。 名 誉 住職 の 瀬戸 内 寂聴 師 が 回 器 

京都 か ら 株 分 けし た あじ さい が 参道 や 境内 を 彩り 、 訪 れる 人 を 迎え る 。 

容 0195-38-2416 (天台 寺 あ じ さ い 祭 り 実 行 委員 会 


こ 」 
um 
ヒ 
可 






店 
EE 






証 キ と 還 力 、 宗 り の と き 


※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 の 影響 に より 延期 ・ 中 止 と な る 場合 も ある た め 、 事 前 に ご 確認 下さ い 。 


o た ね いち ウニ まつ り [ 
た ね いち うに まつ り 

洋 野 町 種 市 産 の 天然 ウニ の 特別 販売 や 殻 割り 、 ウ ニニ 丼 作り 体験 な ど が 国 蝶 回 

行わ れる 。 北 三陸 の 夏 の 味覚 を 代表 する ウニ を 堪能 で きる 人 気 イ ベン ト 。 

分 0194-65-5916( 洋 野 町 水産 商工 課 ) MR 


7 月 中 旬 | 


いわ て の 祭り と 出会う 


そっ と 寄り 添う 、 花 の まつ り 。 太鼓 が 響き 、 が こだま する まつ り 。 出会い たい 、 い わ て の まつ り 。 


⑱ 


6 大 棚 ま つり 
お お つ ち ま つり 

大 机 稲 荷 神社 と 小 鎧 神社 の 合同 例 大 祭 。 神 興 渡御 行列 に 神楽 、 大 神楽 、 回 誠 国 

鹿 子 踊 、 虎 舞 、 七 福神 な どの 郷土 芸能 や 手 踊り が 連なる 。 

傘 0193-42-5121( 大 村 町 観光 交流 協会 ) 


9 月 中 旬 





回 


特別 企画 | 


大 梓 ま つり の 崩 宮 で 奉納 され る 
舞い と 郷土 芸能 を 、 か が り 火 に 照 
ら さ れ た 小 鉛 神 社 の 荘厳 な 雰 囲 
気 の 中 で 鑑賞 する 。 





o 毛 越 寺 あや め ま つ り 


も うつ うじ あや め ま つ り 


| 毎年 6/207/10 | 


大 泉 が 池 周辺 の あや め 園 に 、 約 300 種 3 万 株 の 花 間 薄 が 色 鮮やか に 史 回答 国 
誇る 。 期 間 中 、 延 年 の 舞 や 茶会 、 写 生 大 会 な ど が 開催 され る 。 Ei 
傘 0191-46-2331( 毛 越 寺 ) ロ 
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人 容 0194-75-3551 








大 野木 工 器 作り 体験 


お お の も っ こう うつ わ づ くり た いけ ん 

北上 山地 の 樹齢 100 年 以上 の 木 を 素材 に 、 

自然 の 温もり 溢れ る 木工 品 を 作る こと が で き 

る 。 コ ー ス ター や スプ ー ン な どの 小 回 呆 * 回 

物 か ら 本 格 的 な 器 ま で 職人 が 指導 。 0 
ロ E 失 


容 0194-77-3202( お お の キャ ン パ ス ) 


久慈 地下 水族 科学 館 
も ぐら ん びあ 


くじ ちか すい ぞ く か が く か ん も ぐら ん びあ 
日 本 で 唯一 の 地下 水族 館 。 豊 か な 久 閑 
の 海 を 再現 し た 展示 や 、 土 日 祝日 限定 の 
「 北 限 の 海女 」 や 「 南 部 も ぐり 」 国 誠 回 
の 実演 を みる こと が で きる 。 


特別 企画 | 


た いけ ん すき ぎゅー ば だ いび ん ぐ 





や タイ ビング ク 用 シー 


会 0194-37-1211 
ド ま コ (NPO 法 人 体験 村 ・ 
た の は た ネッ トワ ー ク ) 


まき し い 11 馬 に 


広く て 大 きい いわ て だ か 5。 いわ て な 5 で は の 、 数 多く の 体 駿 プロ ザラ ム が 待っ て い 5。 





の だ 垢 品 工 房 葉 葉 茹 


の だ し お こう ぼう 
野田 村 特 産品 の 天然 塩 | の だ 塩 」 作り の 見 学 
や 体験 が で きる 。 要 予約 。 海 水 を じっくり と 
煮詰め る 昔ながら の 新 窯 直 煮 製 法 。 


会 0194-78-2225 (国民 宿舎 えぼし 荘 ) 





ふだん は 見 る こと が で き な い 、 
水族 館 の 裏側 や 水 の 浄化 の 


タイ ビン グ 


机 浜 番屋 群 か ら 三陸 の 海 へ 。 機材 
ツ は 貸し 出し 
人 1 シク の 2 2 連結 

三陸 の 海 を 体験 し よう 。 蘭 0 





仕組 みな ども 学べ る 、 特 別 な 
夜 の 水族 館 ツ アー 
谷 0194-75-3551 
(も ぐら ん ぴあ ) 
体験 スキ ュー バ N、 きれ いな 海 に 感動 ノ 









ノン N ょ = 
テマ , 





ン ・ 
ーー 
ーー 
、 





青い 海 と 空 、 
最高 の リラ ックス タイ ム 
キラ ウミ ビー チヨ ガ 
きら うみ びー ちよ が 


普代 浜 園地 キラ ウミ で 自然 と 一 体感 を 味わい な 
が ら 、 心 と 体 を リラ ックス 。 ヨ ガ 未 経 回 zi 
験 者 や 親子 で の 参加 も 大 歓迎 。 
容 0194-35-2115 (普代 村 農 林 商 工 課 ) 








いか と っ くり づく り 


山田 町 の 特産 品 | いか 徳利 | を 、 地 元 の 木村 
商店 の 名 人 と 一 緒 に 体験 。「 い か 徳利 ] に お 
酒 を 注ぐ と 風味 豊か な 「 い か 酒 」 に 。 生還 
要 予 約 。 
谷 0193-83-5510 (木村 商店 ) 回 


へ 盛岡 冷 麺 の チ 作 9 体験 ! プ へ ヽ 自然 の 素材 で 楽し む も の づ くり 


人 本 ーー 





眠 EL 5 

チョ ーー で に 

盛岡 手づくり 村 堅守 

も りお か て づく り む ら 

盛岡 の 伝統 技術 を 集め た 施設 。 地 場 産 

品 の 展示 販売 の ほか 、 手 づく り 工 房 ゾ ー 

ン で は 木工 、 冷 交 づ くり な ど と 回 : 基 回 

さま ざま な も の づく り 体 験 が RS 
回 


で きる 。 傘 019-689-2201 e 


へ 勇壮 を 鉄砲 隊 が 登場 / 


に 





五葉 山 炎 統 
鉄砲 隊 演 武見 学 体験 


ご よう ざん ひな わ じ ゅ う て っ ぽう た いえ ん ぶ け ん が く た い けん 
藩政 時 代 に 生産 量 日 本 一 で あっ た 火縄 を 復刻 
【 SNS 


彰二 に た る た 予 約 。 
谷 0192-46-2111 (鉄砲 隊 事 務 局 : 住 田町 役場 内 ) 


マリ ン ロ ー ズ \ 
アク セ サ リ ー 作 り 体 験 


まり ん ろ ー ず あく せ さ りー づく り た いけ ん 
地元 で マリ ン ロ ー ズ と 呼ば れる パラ 
輝石 は 、 日 本 で は 野田 玉川 鉱山 の み 
で 産出 され る 貴重 な 石 。 ア クセ サリ ー 
作り や 原石 研磨 の 体験 が で きる 。 


分 0194-66-7177 回 回 
(ジェ イプ ラン ニン グ ) 」 


特別 企画 


遠野 地方 で 「 ど べ っ こ 」 と 呼ば れる 
と ぶろ く は 、 日 本 酒 の 原型 。 昔 な 
が ら の 製法 で どぶ ろく の 仕込 み を 
体験 で きる 1 泊 2 日 の 特別 企画 。 

谷 0198-62-2839( た か むろ 水 光 園 ) 








アク セ サ リ ー を 作ろ 2! 











和 森 の こだま 館 


も り の こだま か ん 

山村 の 素材 を つか っ た も の づく り 体 験 。 
草木 染め 、 木 工 、 人 き 織り 、 つ る 細工 、 郊 
El 昌 K0UMINGISS ま さま 7 
体験 メニ ュー が そろ っ て いる 。 国 回 
谷 0195-66-2320 回 


ドド IGE 2 ン 2 


。 . 是 






. 二 
* 電 a 


紫波 フル ー ツ パー ク 
体験 農園 


し わ ふ る 一 つば ー く た いけ ん の うえ ん 


フル ー ツ の 里 ・ 紫 波 町 の 紫波 フル ー ツ パー ク 。 


体験 工房 で ビザ 作り や そば 打ち 、 ワ イナ リー 
見 学 な どの 体験 が で きる 。 秋 に は ぶ 
どう 狩り が 楽し め る 。 

谷 019-676-5301 (紫波 フル ー ツ パー ク ) 


世界 で 一 つ だ け の 有り 遠野 ビア 


と お の びあ つ ー り ず む 





人 AEihC 
| TTY ! 細 


点 据 間 記 
上 重 モロ 


広田 江 海 中 就 成体 験 略 
ひろ た わん か いち ゅ うじ ゅ くせ いた いけ ん 由 
地元 産 の 日 本 酒 や フワ イン を 海中 に 沈め 熟 
成 させ る | 海中 熟成 酒 ] の 設置 ・ 水 揚げ 
体験 。 陸 前 高田 の 海 が お 洒 を 
ポポ の 7 

谷 0192-47-5397 (広田 湾 施 漁 般 組合 ) 部 


回 回 


年 記 


IN MG 芸 に 魅了 ノ 





いち の へ 手技 工芸 能 下記 
いち の へ て わざ こう げ い か ん 

一 戸町 の 優れ た 伝統 工芸 品 を 集め た 施設 。 竹 
細工 、 裂 織 製 品 、 木 工 品 な ど を 展示 販売 し て い 
る 。 工 房 で 機織り や 木工 品 の 製作 体験 も で きる 
( 要 予 約 )。 


平日 谷 0195-33-2111( 一 戸町 商工 観光 課 ) 
休日 谷 0195-33-3993 (いち の へ 手技 工芸 館 ) 





ツー リズ ム 


国産 ホッ プ の 一 大 生産 地ビール の 里 ・ 遠 野 」。 昼 の ツア ー 
GIIN22 還 博 | の 2 二 
ル と お つま み を 体験 する 。 中 
谷 050-8880-1870 (BEER EXPERIENCE) 回 府 


で 遠野 の ビー 回 馬 反 回 
mp 





※ 写 真 は イメ ー ジ で あり 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 実施 の うえ で 開催 する 。 
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東日本 大 岩 災 津波 で 


三陸 の 今 を 行く 


9 東日本 大 農 災 津波 伝承 館 
いわ て TSUNAMI メ モリ アル 


ひがし に ほん だ いし ん さい つなみ で ん し ょ うか ん いわ て つなみ めも りあ る 
東日本 大 震 災 津波 の 事実 と 教訓 を 後世 に 伝承 し 、 復 興 の 
次 を 国内 外 に 発信 する 施設 と し て 2019 年 9 月 


2 奇跡 の 一 本 松 
きせ き の い っ ぽん まつ 

高田 松原 の 約 7 万 本 も の 松林 で 津波 に 耐 

えて た だ 一 本 残っ た 松 。 復興 の シン ボル と 

し て 知ら れ 、 今 も 多く の 人 が 訪 二 





に 高田 松原 津波 復興 念 公園 内 に 設置 され た 。 選 計 時 れ て いる 。 全 0192.54-5011 
谷 0192-47-4455 回 (陸前 高田 市 観光 物産 協会 ) 
o 大 植 町 文化 交流 セン ター $ 大 机 駅 


お お つ ち え き 


東日本 大 震 災 津 流 で 被災 し た 駅 舎 を 、 舌 菜 
島 を イメ ー ジ し た 外観 デザ イン で 再建 。 
2019 年 3 月 に 施設 営業 を 開始 。 詩 人 ・ 童 話 
作家 の 宮沢 賢治 が 、 友 町 の 情景 を 詠ん だ 


[お し ゃ っ ち 」 


お お つ ち ち ょ うぶ ん か こう りゅう せん た 一 「 お し ゃ っ ち 」 
大 植 町 の 御社 地 地区 に 建設 。 図 書館 、 岩 災 伝 承 施設 、 多 目 
的 ホー ル 等 が 一 体 と な り 、 町 の 賑わい 創出 、 震 災 の 伝承 、 文 
化 発信 の 拠点 と し て の 役割 を 担っ て いる 。 建 築 時 、 純 木造 
3 階 建 て の 図書 館 は 日 本 初 。 
会 0193-27-5181 





大 き な 被 害 を 受け た 三陸 の 、 今 を た ず ね る 。 





5 道 の 駅 高田 松原 
みち の えき た か た まつ ば ら 

2019 年 9 月 に 「 三 陸 観 光 の ゲー トウ ェ イ 」 

と し て オー プン 。 際 前 高田 は じ め 三 陸 の 特 

産品 、 お 土産 品 が 豊富 に そろ う 

ほか 、 新 鮮 な 地元 食材 を 使っ た 還 記 

海 の 幸 も 味わえ る 。 回 

会 0192-22-8411 


学ぶ 防災 

まな ぶ ぼ うさ い 
東日本 大 震 災 津波 に よっ て 甚大 な 被害 を 
受け た 宮古 市 田 考 地 区 。 防 災 意 識 を 高め 
る こと を 目的 と し て 、 田 老 地 区 の 現状 や 当 
時 の 状況 、 震 災 の 教訓 を 伝え て いる 。 学 
ぶ 防 災 ガ イド が 防潮 堤 と 岩 災 遺 
構 「 た ろう 観光 ホテ ル 」 を 案内 。 順 
傘 0193-77-3305 (た ろう 潮 里 ス テー ショ ン ) 





本 cgLF ua PPT ロ I 1 h 
。 中 ョ 還 本 に 記 | 貞 - 較 。。 ・ 
ーー 


指 iiwate フ ォ ト コン テス ト 2019 三陸 復 


es 

















う の す まい ・ ト モス 

う の す まい ・ と も す 
う の す まい ・ ト モス は 東日本 大 震 災 の 記憶 や 教訓 を 将来 に 伝え る と と も に 、 
生き る こと の 大 切 さや 素 晴 し さ を 感じ 、 事 い 楽し め る 場 と し て 鵜 回 足 き 回 
住居 駅 前 地区 に 整備 され た 。2019 年 に 釜石 祈り の パー ク 、 い の 0 
ち を つなぐ 未来 館 、 鵜 の 郷 交 流 館 が オー プン 。 如 0193-27-5666 回 


施設 構成 


釜石 祈り の パー ク 

か まい し いのり の ば ー く 

東日本 大 震 災 の 犠牲 者 を 避 起 ・ 追 悼 する と 
と も に 震 災 の 教訓 を 後世 に 伝え る 施設 。 


いのち を つなぐ 未来 館 

いのち を つなぐ みらい か ん 
東日本 大 震 災 の 記録 や 教訓 、 災 害 か ら 未 来 
の 命 を 守る た め の 防 災 学 習 を 推進 する 施設 。 


弟 の 和 郷 交 流 
う の さ と こう りゅう か ん 


観光 交流 を 推進 する 拠点 施設 。 地 元 漁協 直 
営 の 産直 や 食事 処 、 土 産品 コー ナー が ある 。 





6 釜石 鵜 住 居 復 興 ス タ ジ ア ム 
か まい し う の す まい ふっ こう す た じ あむ 
2019 年 9 月 25 日 、 東 日 本 大 震 災 津波 で 大 き な 被 害 を 受け た 「 ラ グ ビ ー の ま 
ち 」 釜 石 市 で 、 被 災 地 初 と な か る ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 豆 の 試合 が 開催 
され た 。 会 場 と な っ た 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム は 、 被 災 校 舎 の 跡地 に 建設 
され た スタ ジア ム 。 ス タン ド を 埋め る 1 万 4025 人 の 観客 が 見 守る 中 、 as 
フィ ジー 対 ウ ル グ ア イ の 熱戦 が 繰り 広げ られ 、 ノ ー サ イド の 笛 と と 藻 映 
も に 万 感 の 思い が 込め られ た 温か い 拍 手 が ス タ ジ ア ム に 響い た 。 周 


三陸 鉄道 リア ス 線 
さん りく て つど うり あす せん 
震 災 で 甚大 な 被害 を 受け 、 全 線 不 通 と な っ た 三陸 鉄道 だ が 、 ク ウェ ー ト 政府 
は じ め 、 多 く の 企業 ・ 団 体 ・ 個 人 か ら の 支援 を 受け 、2014 年 4 月 に 南 リア ス 線 、 
北 リ アス 線 の 全線 で 運行 を 再開 し た 。2019 年 3 月 、jJR 東 日 本 か ら 山 上 s 
田 線 ( 釜 石 宮 古 間 ) の 経営 を 移管 され 、 南 リア ス 線 と 北 リ アス 線 誠 只 
が ひと つ に つなが り 、 新 た に リア ス 線 と し て 力強く 出発 ! 









回 


岩手 県 内 は 
2021 年 末 に 
全線 開通 
予定 ! 
2019 年 3 月 、 東 北 横断 自動 車道 参 石 秋田 線 が 全線 開通 。 三 陸 治 岸 
道路 は 2021 年 内 、 宮 古 盛 岡 横断 道路 は 2020 年 度 未 に 全線 開通 予 
定 。 内 陸 部 か ら 治 岸部 各 都 市 へ の アク セス は 着実 に 整備 が 進め ら 

れ て いる 。 
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※ 花 巻 温泉 宿泊 者 限定 の 企画 で す 。 





花巻 温泉 バラ 園 が 入園 無料 に 。 園 内 で は 宮沢 賢 
治 が 設計 し た 日 時 計 花 壇 を 見 る こと が で きる 。 
容 0198-37-2111 (花巻 温泉 総合 予約 セン ター) 





豊か な 自然 の 中 、 個 性 豊か な 温泉 を めぐ り 、 
ゆっ くり 、 ゆっ た り と いわ て を 楽し む 。 


いわ て の 温泉 


紹介 サイ ト は こち ら 





中 記 正 * 皇 

@6 夏 油 高原 温泉 卿 画 写 守 

げ と うこ う げ ん お ん せん きょう 
渓谷 と ブナ の 原生 林 に 包ま れ た 秘 湯 ・ 夏 油 
温泉 を は じ め 、 泉 質 や 景色 が 自慢 の 温泉 が 
点 在 。 源 泉 か け 流 し の 湯 め ぐり が 人 気 。 
容 0197-65-0300( 北 上 観光 コン ベン ショ ン 協 会 ) 
元 湯 夏 油 (大 湯 ) 
【 泉 質 】 ナトリウム ・ カ ル シ ウ ム 塩 化物 泉 
【 効 能 】 切り 傷 ・ や けど ・ 慢 性 皮膚 病 ・ 虚 弱 児 童 ・ 慢 性 
婦人 病 な ど 


0 花巻 温泉 郷 


は な まき お ん せん きょう 


花巻 市 に は 「 花 巻 12 湯 」 と 呼ば れる 個性 豊 
か な 温泉 地 が 点 在 。 リ ゾー ト ホ テ ル か ら 湯 
治 場 、 風 情 あ る 温泉 宿 ま で 多彩 に 楽し め る 。 
会 0198-29-4522( 花 巻 観光 協会 ) 


花巻 温泉 ホテ ル 紅 葉 館 

【 泉 質 】 単純 温泉 ( 低 張 性 弱 ア ルカ リ 性 高温 泉 ) 

【 効 能 】 関節 リウ マチ 、 変 形 性 関節 症 、 腰 痛 症 、 神 経 痛 
な ど 








= Pi 
IF 


念 
6 有 七 温泉 
と うし ち お ん せん 

票 高 1400m と 東日本 で は 最も 高い 所 
に あり 、 露 天風 呂 か ら は 岩手 山 を は じ 
め 、 八 幡 平 の 雄大 な パノラマ を 満喫 で 
さる 。 谷 090-1495-0950 (彩雲 荘 ) 冬 期 休 業 
【 泉 質 】 単純 硫黄 泉 

【 効 能 】 神経 痛 、 慢 性 消化 器 病 、 糖 尿 病 、 高 血圧 
症 な ど 


今 

y 自 語 寺 当 
@ 金田 一 温泉 郷 

きん だ いち お ん せん きょう 

「 侍 の 湯 」 と も 呼ば れ て いる 温泉 郷 。 座 
敷 わ らし 伝説 の 地 と し て 知ら れ 、 多 く 
の 著名 人 も 訪れ て いる 。 
谷 0195-27-2540( 二 戸 市 観光 協会 金田 一 支部 ) 
侍 の 湯 お ぼ な い 旅 館 
【 泉 質 】 弱 ア ルカ リ 性 単純 泉 
【 効 能 】 アト ピー・ 湿 疹 、 皮 膚 病 、 リウマチ ・ 神 経 病 





'⑧ 


o 湯田 温泉 峡 本 
ゆ だ お ん せん きょう 

明治 の 俳 聖 正岡 子規 が 泊まっ た 湯本 

温泉 、 開 湯 900 年 と 伝わる 湯量 が 豊富 





な 湯川 温泉 の ほか 、 砂 風呂 な ども 人 気 。 
容 0197-81-1135( 西 和賀 町 観光 協会 ) 
砂 ゆ っ こ 


【 効 能 】 神経 痛 、 筋 内 痛 、 関 節 痛 、 冷 え 性 な ど 


6 つなぎ 温泉 
つなぎ お ん せん 

御所 湖 に 面 し て 温泉 宿 が 立ち 並ぶ 盛 

岡 の 奥 座 敷 。 天 然 の 保湿 成分 メタ ケイ 

酸 を 含む お 湯 で 、 お 肌 に も 優し い 泉 質 。 

谷 019-689-2109( つ な ぎ 温 泉 観光 協会 ) 

ホテ ル 紫 人 苑 


【 泉 質 】 アル カリ 性 単純 温泉 ( 低 張 性 アル カリ 性 高温 泉 ) 
【 効 能 】 神経 痛 、 筋肉 痛 、 関節 痛 、 冷え 性 な ど 





に 】 

1 | 臼 
9⑧ 一 関 温泉 郷 

いち の せき お ん せん きょう 
一 関 市 内 か ら 須 川 高原 へ 向かう 道 沿 
い [ に 厳美 渓 温 泉 や 山王 山 温泉 、 祭 時 温 
泉 な ど 泉 質 の 異な る 温泉 宿 が 点 在 。 
谷 0191-23-2350( 一 関 市 観光 協会 ) 
祭 時 温泉 か みく ら 


【 泉 筑 】 カル シウム ・ ナ トリ ウム ーー 硫酸 塩 泉 
【 効 能 】 冷え 性 、 腰 痛 、 関 節 痛 な ど 


レ ーー ペ 円 3 
6 藻 宿 温泉 

お うし ゅ くおん せん 
開 湯 450 余 年 を 数 える 豊富 な 湯量 を 
誇る 温泉 卿 。 周 辺 に は 小岩 井 農 場 な ど 
観光 スポ ッ ト も 多い 。 
谷 019-695-2209( 光 宿 温泉 観光 協会 ) 
長栄 館 
【 泉 質 】 単純 温泉 ( 低 張 性 アル カリ 性 高温 泉 ) 
【 効 能 】 神経 痛 、 筋 肉 痛 、 関 節 痛 、 五十肩 、 運 動 
麻痺 な ど 


wl// ん 
ミー Ne vH7 ヾ Sm ーー 





王 引 エー ー に " 


選 
ゴ 


Ta 























念 

y 四 足 記 
S 網張 温泉 

あみ は りお ん せん 

1300 年 の 名 湯 と いわ れる 。 軍 石 盆 地 
を 有 眺望 する 岩手 山麓 に あり 、 夏 は 岩手 
山 登 山 、 委 は スキ ー 客 で に ぎわ う 。 
容 019-693-2211 (休暇 村 岩 手 網張 温泉 ) 
休暇 村 岩 手 網張 温泉 
【 泉 質 】 単純 温泉 ノ 硫 黄泉 (硫化 水素 型 ) 
【 効 能 】 アト ピー 性 皮膚 炎 、 未 槽 神経 障害 、 尋 常 性 
乾 癖 


⑥ 八幡 平 温泉 郷 


は ち ま ん た い お ん せん きょう 
温泉 旅館 、 ホ テル 、 ペ ンション な ど が 立 
ち 並 ぶ 高原 リゾ ー ト 。 大 自然 の な か で 
アク ディ ビデ ィ を 楽し お こと が で きる 。 
傘 0195-78-3500( 八 幡 平 市 観光 協会 ) 
八幡 平 マ ウン テン ホテ ル 
【 泉 質 】 単純 硫黄 温泉 (硫化 水素 型 ・ 低 張 性 弱 酸性 
高温 泉 ) 【 効 能 】 慢性 皮膚 病 、 慢 性 婦人 病 、 き り 
きず 、 糖 尿 病 な ど 





大 船渡 温泉 較 語 ⑥@ ホテ ル 苺 人 賀 荘 ) 国民 宿 合 乏 ば し 荘 
お お ふ な と お ん せん ほてる ら が そう こく みん し ゅ くし ゃ えぼし そう 

大 船渡 湾 を 一 望 する 開放 感 あ 国 界 局 回 北山 崎 で 知ら れる 田野 畑村 に あ 国 # 草 固 全 客室 か ら 太平 洋 を 眺め る こと 国連 

ふれ る 宿 。 太 平 洋 を 望む 展望 \ る 観光 ホテ ル 。 絶 景 展望 風呂 * 四 が で きる 宿 。 奇岩 ・ え ぼ し 岩 で 身 

大 浴場 と 、 漁 師 の オー ナー が 回 か ら 、 漁 火 や 昇る 朝日 を 堪能 で 国 

厳選 し た 海 の 幸 が 楽し め る 。 きる 。 柔らか な 湯 の 人 工 温泉 。 

谷 0192-26-1717 谷 0194-33-2611 





CI 目 / ク = ジン 当 | ン も 魅力 。 
谷 0194-78-2225 
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盛岡 三 大 麺 と よ ば れる 盛岡 冷 区 、 わ ん こそ ば 、 盛 岡 じ ゃ じゃ 麹 。 
いずれ も 盛岡 の ソウ ルフ ー ド と し て 地元 で 愛さ れ て いる だ け で 
な く 、 県 内 外 の 多く の ファ ン の 心 を つか ん で いる 。 


わん こそ ば 


わん こそ ば 

わん こそ ば の 始ま り は 、 大 勢 の 宴 

会 客 に めで た て の そば を 提供 す 

マ る た め 、 少 量 ず つ お 柳 に 盛っ て 

RT 出し た こと と も いわ れる 。 お 
d 引 仕 さん と の や り 取 り も 楽 

じい 。 






瓶 ドン 功 還 


びん どん 





宮古 の 旬 の 海 の 幸 を 牛乳 当 に ぎっ うこ ぅ 
し り と 詰め 込み 、 ご 飯 に か け て 味 わ まめ ぶ * 汁 記 w きず 
つ 1 還 二 こり 中 所 7 
「 0 SE 連続 テレ ビ 小 説 「 あ まち ゃ ん 」 に 登場 し た 久慈 市 山形 町 の 郷土 料 
で 和 523 に 2 害 だ 8 に 理 。 ク ルミ と 砂糖 を 包ん だ 団子 | まめ ぶ 」 を 、 野 菜 を 入れ た し ょ う 
6 ゆ 汁 で 煮込ん で 食べ る 。 
盛岡 じゃ じゃ 燃 
|) / も りお か じゃ じゃ めん 


盛岡 冷 麺 も りお か れい めん 較 滞 間 

コク の ある 牛 ス ー プ 、 コ シ の 強い 麺 は 各店 が 趣向 を 
凝ら し 、 そ れ ぞ れ 違 っ た 味 が ある 。 ト ッ ピ ング の カル 
ビ や 野菜 、 季 節 の フル ー ツ の 食べ 比べ も 面白 い 。 


ゆで た 平 う どん に 特製 の 肉 味噌 や キュ ウリ 、 

ソノ” おろし ショ ウ ガ 、 お 好み で 酢 や ラー 油 な ど を 

_ からめ て 食べ る 独特 の 麺 。 食 べ る た びに クセ 
に な る 味わい 。 


いわ て の に 出 訪 う 


豆 が か な 大 地 の 恵 みて 、 新 鮮 な : 海 の 章 。 いわ て の うま いも の と 出会う 、 ま ん . ぶ く の 族 。 


釜石 ラー メン 配 : 
か まい し ら 一 めん 

極細 の 縮れ 麺 と 天 垢 色 に 透 き と 
お っ た 将 油 ペー ス の あっ さり スー 
プ が 特徴 。 市 内 20 店 舗 以 上 で 提供 
され て いる 。 

容 0193-22-5835( 釜 石 観 光 総 合 案 内 所 ) 





大 船渡 さん ま ら て めん 大 船渡 市 


お お ふ な と さん ま ら 一 めん 


も ち 料 理 





全 寺 。。 5 ee 大 船渡 の さん ま を 使い 、 さ ん ま ダ シ の スー プ 、 さ 
ーー 古く か ら 冠 婚 葬 祭 、 季 節 の 行事 な が ど で も ち を つい 9 ん ま の すり 身 入 り 、 さ ん まみ りん 干し な ど 、 店 ご 





て ふる まう も ち 文 化 が 根付 く 県 南 地方 。 ず ん だ 、 と に 個性 あふ れる ラー メン を 提供 し て いる 。 


容 0192-21-1922( 大 船渡 市 観光 物産 協会 ) 


じゅ う ね 、 沼 エビ な ど 味 付け は 300 種 類 以 上 と も 。 


大 ラ ー メ ン 

いそ らーめん 

1969 (昭和 44) 年 に 大 村 

町 で 誕生 し た 「 磯 ラー メン 」 

は 三陸 の 名 物 。 磯 の 香り と と 

0362 ぶり と の せら れ た 魚介 
類 、 海 河 を 味わえ る 。 

谷 0193-42-5121 (大 植 町 観光 交流 協会 ) 















コ Es 」 
『 下 証 Wa 1 
に 


三陸 治 岸 の 各地 に 、 地 元 の 人 に こよ な く 
愛さ れ て いる ラー メン が ある 。 地 元 の 海 の 
幸 を ふん だ ん に 使っ た 、 具 材 も スー プ も さ 
ま ざ ま な ラー メン を 味わお う 。 





TEET Fa コ 


= ' " mtEE に つこ e 「 隔 - モー 語 語 こ 5 っ 
清らか な 水 か ら 生ま れる 地 サ イダ ーー 個性 地 ヒ ) 仁 き 手 の 大 邊 和 育ん だ 芳本 が ウイン *。  「 い わ て の 最上 級 」 を 
- 凍 いわ て の 豊か な 自然 と 地 の 恵み の 水 が コ ラミ 国産 ホッ プ 生 産 量 日 本 一 の 岩手 県 時 と eo 果 P 和 。 「 目指 し て 醸 さ れ た お 酒 / 
MNO ャ 1 」 個性 豊か な 地ビール と 出 会 お ほ 画 に " 邊 【 、 生地 に 個 こま ー( 邦 / 
タ MO トー ー 9 、 AM 当 5 グ 衝 人 き 千 の 耕 


だ が ら | 捕 寺 - 」 半 頃 ) 「 ar ( 0198.62.2002( 上 人 人 / 生 。。 の 革 プ 損 日 本 最高 級 の 酒 米 を めざし 、 大 陰 本 

Aa 呈 用 | 昌 EE ー 人 0198-62-2002( 上 閉 伊 酒造 | 1 / 人 L 人 , 電 の : (/ 販 
[@ 旧 泉 洞 地 サ イタ ダー 【 震 泉町 】 | | 『 @ 三 陸 ビ ー ル 【 大 船渡 市 】 [ MI 6 くす まま キワ イン (a まず 」 礁 。 1 酒造 り 用 に 開発 され た いわ て の 洒 米 議 計 
FU ウル を 1 りり 6 =: と ジン 4) 。 | 上 開 kh 還 g 8 09035854-8574 本 四 可 較 ifE 、 計っ 66311 | / 「 結 の 香 」。 こ . ] 
ーー ro Le て っ 半生 ッッ スンニ つ 還 | 彩 2 陽 | | 上 馬 mmo ィ ン > 二 剛 anten ロ ce 
公 0193.31s1180( 移 石 振 尋 開発) 議 議 記 上 了 ”・ か こ | 議 証 @ い わ て 茂 ビ ー ル 【 関 市  / 還 間 一 二 析 sal 還 還 Pe 5 ーー 
に こっ ト サ イ ダー [陸前 高田 市 ーー um “ 【 1 正 革 - 。 1 「 a079 っ 44( 選 の - 過 和 「 ト M 1 - | 吉 | - 『 3 「 方 呈 二 品 な 味わい が 広がる 。 だ F 姜 
rcYUl じ ア 朋 エサ アル ル 46:] に [下り 上 引 電 3 旧 ビ - 由 に 19Y212P07cC 症 ga - 還 Bm に 2 200 人 | / に ョ ji 
@ 光 泉 サイ ダニ [久慈 市 】 7 販 江 Ni 四 に ベア レン 醸造 所 ) っ に 5 あの エフ イナ こん らら M6 
rcYU【 ア 自主 PAI6 王 き ai 上 開 還 @ コノ チカ ラビ ー ル 【 語 和 暫 町 】 エエ ーー 0124275-3250 “ 


料理 と 共に 











橋 野 鉄鉱 山 世界 


は し の て っ こう さん 


クン ググ と ンク ンク グン グン ククル クン ノノ こよ っ 


ジンク 水路 、 ンク シン ググ ンク クン ク 


会 0193-54-5250( 橋 野 鉄鉱 山 イ ン フ ォ メ ーション セン ター) 
※12/9ー3/31 冬期 休館 





橋 野 鉄鉱 山 橋 野 鉄鉱 山 ガ イド アプ リ 
AR 観光 ガイ ドア プリ 現地 で アプ リ を 利用 する と 、 位 置 情 報 に 合わ せ て 音 


声 解 説 が 聞け る ほか 、 高 炉 周 辺 で は 、 創 業 当時 の 様 
子 を 再現 し た 360 度 の パノラマ 映像 を 見 る こと が で 
きる 。 さ ら に 、 高 炉 を V R で 再現 し て お り 、A R カ ー ド 


スマ ホ を 高炉 に か ざす と 、 
当時 を 再現 し た 動画 な ど 


は る か 縄文 苦 か ら 、 平安 時代 、 治 産業 革命 期 へ 。 信 は 







| が み ら れ る 。 
いわ て の 歴史 は な が く 1 CN リツ トル 4 rd に みこ 「 : ジ に スマ ホ を か ざす と 、 高 炉 が 飛び 出す ! 
[ 夫 室 ーー ー 橋 野 鉄鉱 山 アプ リ を 「Play ス ト ア 」 
202T 年 、 平泉 の 文化 遺産 ] は 世界 中 産 登録 日 に 北 演 り を また は 「App Store]」 で 検索 


建設 中 の 「 平 泉 の 文化 遺産 」 ガイ ダン ス 施設 (仮称) PT 「 キン [ 


「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 は 、 特 別 史跡 三 内 丸山 遺 
跡 や 特別 史跡 大 湯 環 状 列 石 な が など 、17 の 特別 史跡 ・ 史 下 で 
構成 され て いる 。 史 中 ・ 御 所 野 遺跡 は その 一 つ で ある 。 
北海 道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 https://jomon-japanjp/ 


御所 野 遺 跡 


ご し ょ の いせ き ぎ 
約 5000<4200 年 前 の 大 規模 集落 が 眠る 、 縄 文 時 代 中 期 後 回 誠 』 回 
半 の 遺跡 。 土 屋根 住居 や スト ー ン サー クル な ど 、 当 時 の 様子 9 ト 
が 復元 展示 され て いる 。 人 0195-32-2652( 御 所 野 縄文 博物 館 ) 


御所 野 縄文 博物 館 


ご し ょ の じょう も ん は く ぶ つか ん 
御所 野 遺 跡 の 出土 品 や 当時 の 暮らし 
の 様子 に つい て わか りや すく 展示 。 土 
礁 や アク セ サ リ ー 作 り の 体験 も で きる 。 
谷 0195-32-2652 (御所 野 縄 文博 物 館 ) 


HERITACE 


いわ て が 誇る ユネ スコ 無形 文化 遺産 









ms 





DC / 世界 遺産 平 泉 中 尊 寺 秘 人 
ーー キー トー ング 共産 本 5 還 、「- 字 金輪 億 需 尊 」 御 開帳 


藤原 氏 初 代 清 衡 が 12 世 紀 に 平和 へ の 祈り を こめ て 人 造営 。 国 宝 
建造 物 第 1 号 で ある 金色 堂 を は じ め 3,000 点 以上 の 国宝 や 重 
要 文 化 財 を 今 に 伝 える 。 谷 0191-46-2211( 中 尊 寺 事務 局 ) 





平泉 世界 遺産 登録 10 周 年 記念 と し て 2021 年 6 月 26 日 か ら 11 月 同国 
7 日 まで 、 藤 原 氏 三代 秀 衡 公 の 念 持 仏 と 伝わる 「 一 字 人 金輪 修 頂 は 
尊 」 が 讃 衡 蔵 に て 特別 公開 され る 。 谷 0191-46-2211( 中 尊 寺 事務 局 ) 間 細 








毛 越 寺 衣 葵 失 自 在 王 院 跡 拍 量 光 院 跡 世界 遠 産 ) 金 半 山 世界 遺産 
も うつ うじ か ん じ ざ いおう いん あと お りょう こう いん あと きん けい さん S 回 Z 
藤原 氏 二 代 基 衡 ・ 三 代 秀 衡 が 造営 。 中 尊 寺 と 並ぶ 藤原 氏 二 代 基 衡 の 妻 が 造営 し た と 伝わる 寺院 跡 。 藤原 氏 三 代 秀 衡 が 宇治 平等 院 の 鳳 風 堂 を 模 し て 山頂 に 経塚 が あり 、「 平 泉 を 守る た め 典 雄一 対 の 黄 〒 池 峰 神 楽 
平泉 を 代表 する 名 刺 。 浄 土 庭園 は 雅 な 平安 の た た クン ク ク ク ク ク ク ンク クン ク ク ク クン ング 建立 し た 寺院 跡 。 西 の 金鶏 山 に 沈む 夕日 に 極楽 兆 金 の 鶏 を 埋め た 」「 藤 原 氏 三代 秀 衡 が 大 償 ( お お つぐ な い ) と 岳 ( た け ) の 二 つ の 神楽 座 の 総称 。 修験 山伏 が 行っ 
ず ま い を みせ る 。 遺構 が 見 られ る 。 現 在 は 憩い の 場 と し 土 の イ メー ジ を 重ね 合わ せ た 浄土 庭園 回 北上 川 ま で 作業 員 を 並べ 、 一 晩 で 築い クル ク ク ク ク ク クジ クン ノノ クンクン ン シン シン 舞 の 中 に | 能 」 大 成 以前 の 
人 0191-46-2331( 毛 越 寺 事務 局 ) て 整備 され 親しま れ て いる 。 と いわ れる 。 人 た 造山 ] な どの 伝説 が ある 。 占い 民間 芸能 の 要素 が 残り 、 中 世 芸 能 の 理 り を 伝え る 稀有 な 神業 。 

容 0191-46-4012( 平 泉 文化 遺産 セン ター) 容 0191-46-4012( 平 泉 文化 遺産 セン ター) 回 Ye 由 容 0191-46-4012( 平 泉 文化 遺産 セン ター) 回 寺 1 





和食 一 還 方 の も ち 食 文化 

昔 か ら 良 質 な も ち 米 が 穫れ た 一 関 地 方 で は 、 冠 婚 葬祭 や 季節 の 行 
事 な ど さま ざま な 場面 で も ち を 食べ る 食 文 化 が ある 。 ユ ネス コ 無 形 
文化 遺産 | 和食 」 に | 一関 地方 の も ち 食 文化 ] と し て 例示 され て いる 。 


v ょ こ 4 ク - ド ニ = 
漆 揺 き 技術 
2020 年 12 月 に 「 伝 統 建築 工匠 の 技 木造 建造 物 を 受け 継ぐ た め の 伝 


統 技術 ] の 一 つと し て 登録 され た 。 二 戸 市 の 浄法寺 深 は 人 質 が 高く 、 
国産 漆 の 約 / 割 を 占め る 。 
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5 困 im ii hn 
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に PuIN 
ゞ 負 右 ジジ *| 
も りお か 歴史 文化 館 北上 市 立 鬼 の 館 高村 光太郎 記念 館 後藤 新平 記念 館 石 と 賢治 の ミュ ー ジ アム 上 撲 と 海 の 科 学 館 
も りお か れき し ぶん か か ん きた か み し り つ お に の や か た た か むら こう た ろう き ね ん か ん ご と うし ん ぺい き ね ん か ん いし と けん じ の みゆ ゅ ー じ あむ くじ ら と うみ の か が く か ん 
盛岡 の 歴史 文化 に 関す る 資料 や 、 チ ャ グチ ャ グ 馬  「 鬼 」 を めぐ る さま ざま な こと が ら を 集め 、 学 びあ う 彫刻 家 で あり 詩人 で ある 高村 光太郎 の 記念 館 。 中 奥州 市 出身 の 政治 家 で 内 務 大 臣 、 東 京 市 長 な ど を 幼少 期 に 「 石 ツッコ 賢 さ ん 」 と 呼ば れ た 宮沢 賢治 に 関 "パフ て 摘術 で 打 え た 山 田 町 の 科学 蛇 。 全 長 17.6m 


コ 、 盛 岡 さ ん さ 踊 り 、 盛 岡 秋まつり 山車 クイ クル ク ク ク ルク タン クタ ジグ ・ > 国 只 衝 
を 展示 。 観 光 情報 の 発信 も 。 め 、 三 陸 の 豊か な 海 や 漁業 の 歴史 に つ 
いて 学ぶ こと が で きる 。 合 0193-84-3985 』 ロ 


容 019-681-2100 


場 と し て 開設 され た 日 本 で も 珍し い 鬼 
の テー マ 博 物 館 。 谷 0197-73-8488 


品 や 彫刻 作品 な ど 約 110 点 が 展示 され 
て お り 、 敷 地内 に は 彼 が 7 年 を 過ごし た 
山荘 が 保存 され て いる 。 谷 0198-28-3012 





ンク ンク ンク ググ ク ク ク ング グン 還 和 0 国 する 資料 や 、 鉱 物 な ど を 展示 。 賢 治 が 昭 
ロコ 和 6 年 に 技師 と し て 活躍 し た 旧東 北 砕 
石工 場 も 見 学 で きる 。 合 0191-47-3655 








小岩 井 農場 九戸 城跡 
重要 文化 財 ギャ ラリ ー < の Nb う ぁ と 
農場 内 に 点 在 する 21 棟 の 国 指定 重要 文化 財 ンク クン ンク ググ クノ クンクン ク ク ク ん 
の 紹介 を メイ ン に 、 最 新 の 映像 技術 を 販 使 し た と ンク 
ノノ ング ググ ググ ググ も 九戸 城 と 呼ば れ て いる 。「 続 日 本 100 名 城 」 に 選 

谷 0195-23-3641( 二 戸 市 観光 協会 ) 


ヽ 義経 北 行 伝説 
( クン ンク ジジ ググ ク ク 
し の 今 の 世に な お 残る 「 義 経 北 行 伝説 」。「 吾 妻 鏡 ] に よれ ば 源義 経 九戸 政 実 の 戦い 


は 文治 5(1189) 年 、 藤 原 泰 衡 軍 の 攻撃 を 受け 、 平 泉 の 持 仏堂 
で 自害 し 果て た と され る 。 そ れ か ら 約 5 年 後に 、 チ ン ギ スハ バー 
ン が 歴史 の 表 舞 台 に 登場 。 義 経 が 北海 道 を 経て 大 陸 に 渡り 、 チ 
ン ギ スハ ー ン と し て 新た な る 人 生 を 歩ん だ と する 北 行 伝説 は 今 
も 多く の 人 々 の 心 を ゆ さ ぶる 。 県 内 に は 義経 ゆか り の 地 も 数 多い 。 





豊臣 秀吉 天下 統一 ンク ンク クル ンク グ ク クル ググ 
の 戦い ] は 、 天 正 19(1591) 年 、 南 部 一 クン ジジ 
コ が 生玉 志 及 び 登 政 権 に 対し て 起こ し た 戦い 。 6 

2 と も いわ れる 豊臣 軍勢 に 対し 、 ンク ン ンク ンク グ 





ンク クン ンク ルク ク クジ ルル ジ ジジ M 靖 JI 難攻不落 の 九戸 城 に 籠 城 し 立ち 向かう 。 苦 戦 を 強い ら 
深く 静か に 、 人 か ら 人 へ と つなが れ て きた いわ て の 歴史 。 平泉 ゆか り マ ッ プ 検 索 了 の W |m れ た 豊臣 軍 の 和議 の 謀略 に より 、 九 戸 城 は 落城 し 政 
ン ン の ttpJ247AU/AIIIEIF4UIIIIRUI そ TIRCoIi リ / ュー エ am 実 軍 は 全滅 し た 。 
いわ て の 歴史 の ひと こま を 語り 継ぐ 、 博 。 = pe PA 
と 歴史 (@ ま を =| さく 博物 館 を 訪ね て みよ う 義経 北 行 伝説 ドラ イブ ガイ ド 検 索 me ーーー | nm 中 
http://www.kuji-tourism.jp/yoshitsune/ PT 條 に 当 












2 


豊か な 自然 の な か か ら 得 た 素材 を 、 人 の 手 が つ よく 、 や さ し く 変え て いく 。 


すす 111T 1 二 










本 
持 で 「 ヽ ニニ 統 工 芸 に | 
人 * ん Nu 7 いわ て の 伝統 工芸 に ぶ ふ れ る 詩経 て 、 人 の 手 か ら 手 へ と 受け 継が れ て きた 、 い わ て の 伝統 工芸 。 
還 本 杜 由衣 者 較 代 専 吾 。 W 園 
た 東寺 
馬 生出 背 3 ヨド ー- 硬 | 盛岡 市 ・ 奥 州 市 
本 祥 < h りき Tn 還 k 
に 記 記 下 『 す | * ー い H 租 ! 
生井 あ も 当 1 喜 邊 
『 は きま 球 け 計 内 I 
呈 ・ ロマ 業 こ に や 中 1 ・ コ 
も EE 貞 員 崩 + 生 5 質実 剛健 、 素 朴 で 深み の ある 味 ( 較 W、 天 合 き 倍 但 の 漆器 作り が 始ま り と され 、 
衝 ま も た - 拓 一 っ 二男 わい と 独特 の 意匠 が 魅力 を 醸し “ | 1200 年 の 歴史 を も つ 。 無 地 の 朱 、 黒 、 溜 に 
ーー 中 出す 。 近 年 、 色 彩 も 豊か に さま ざ FE 講 よる 光沢 を お さえ た 仕上 げ が 、 あ た た か 
I 遠野 市 立 博 物 館 0SX の 】 下 2p】 と その べ p ル / ア 6 = に まな デザ イン の 鉄器 が 造ら れ て W ー マ va gi み の あ る 質感 や 深み の ある を 生み 出す 。 


Ms ーー お り 、 海 外 で も 人 気 を 博 し て いる 。 NN、 4 シン プル で 使い や すい デザ イン が 人 気 。 


ー 関 市 ・ 平 泉町 


1980 年 に 開館 し た 日 本 初 の 民俗 専門 博物 館 。『 遠 野 物語 』 を 桂 由 多彩 な 映像 

を 用 いて 遠野 の 歴史 文化 や 風土 、 人 々 の 暮らし を 紹介 し て いる 。 

多 言語 音声 ガイ ド が 聞け る タブ レッ ト と 崩 伝 導 式 イヤ ホン の 貸出 し あり (無料 )。 
re レン た 休 アア エイ (| 





起源 は 奥州 藤原 氏 の 時 代 に 遡る 秀 





特別 展 「 遠 野 物語 と 遠野 の 縄文 文化 」 衡 塗 。 独 特 の 雲 形 と 金 答 が 織り な ' | 

2 NM 00 介 二 昌 伝統 美 に コ = 0 半 遇 NM 
約 9 万 年 前 の 日 本 最 古 級 の 遺跡 「 金 取 遺 跡 」 と 、 約 6 千年 前 の 集落 貴 「 綾 織 あふ れる 。 金 符 と 漆 絵 の 技術 を 活 ーー ニン は の 美しい 木目 、 暫 全 近 手 早 り 
新 田 遺跡 」 の 出土 品 を 中 心 に 、 遠 野 の 悠久 の 歴史 に 触れ る 特別 展 。『 遠 野 時計 し い 小 物 や 、 ふ だ ん の 金具 、 重 友 漆 梁 り が 特徴 で 年 月 


物語 』 に 書か れ た 考古 学 遺跡 に つい て も 俳 国 放 紹 介 。 使い の 器 な ども 製作 し て いる 。 が 経つ に つれ て 深い 交 き を 見 せる 。 
傘 0198-62-2340( 遠 野市 立 博物 館 ) 会 期 2021 年 7 月 16 日 一 9 月 23 日 
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各種 交通 機関 で の アク セス 


東北 新幹線 
約 2 時間 10 分 








JR 東日本 検 索 三陸 鉄道 検 索 
https://www.jreast.cO.jp/ https://www.sanrikutetsudou.com/ 


IGR いわ て 銀河 鉄道 革 重 < 


https://wWW.idr.jp/ 


自動 車 Car 


傘 0570-024-024 


NEXCO 東 日 本 お 客 さ ま セ ンタ ー Sp 電話 な 03-5308-2424 
通行 規制 な どの 路線 状況 に つい て は 、 

「 岩 手 県 道路 情報 提供 サー ビス 」 | 大 手 県 道路 情 き 検索 
を ご 覧 下さ い 。 http://www.douro.com/ 

岩手 県 レン タカ ー 協 会 | 岩手 県 レン タカ ー 協 会 検 索 


http://www.iwarekyo.sakura.ne.jD/ 


JAL 約 55 分 


FDA 約 70 分 


JAL 約 80 分 





JAL 約 110 分 
FDA( 名 古屋 乗 継 便 ) 


JAL (日 本 航空 ) 谷 0570-025-071 
FDA (フジ ドリ ー ム エア ライ ンズ ) 容 0570-55-0489 


バス Bus 


岩手 県 交通 本 3 織 |R バ ス 東 北 検 索 
http://www.iwatekenkotsu.co.jDp/ https://www.jrbustohoku.co.jp/ 


岩手 県 北 バ ス 検 索 


http://www.iwate-kenpokubus.cO.jp/ 


「 お トク な きっ ぷ 」 の ご 紹介 





大 館 ( / 0 : 条 歴 みか 8 凸 





に お 奄 / 
雪 石 ( ) リー 計上 発売 額 
の 生生 JR 発売 箇所 
発売 期間 
O 盛 。 BRT 利用 期間 
ほっ と ゆ だ の 気仙 IGR いわ て 銀河 鉄道 有効 期間 





UpKKE3WxSS260 (生か の 86 伯 g806 仙 





お と な : 2,500 円 こども : 1,250 円 

フリ ー エ リア 内 の 指定 席 券売 機 、 み どり の 窓口 びゅう プラ ザ 
通年 

土 ・ 休 日 (4/29~5/5、7/20~8/31、12/23~17/7 は 毎日 ) 
1 日 間 


[効力 ] フリ ー エ リア 内 の 普通 列車 (快速 含む ) の 普通 車 自由 席 (ITGR い わ て 


花泉 ( ) 柳津 () 日本 迄 バス 人 河 鉄道 線 盛 岡 - 好 摩 問 を 含む お ) 、BRT 及 び 東 日 本 交通 バス ( 茂 市 ご 岩泉 病 
[いわ て フリ ー エ リア ] 院 間 ) が 乗り 降り 自由 。 ※ 東 北新 幹線 や 三陸 鉄道 線 は ご 利用 に な れ ま せん 。 





ニー ニーー ーー 





「 北 東北 旅行 で 応援 ブロ ジェ クト 」 の こ ご 納 介 





北東 北 の 「 待 っ て る よ 」 を 情報 発信 する 、 地域 応援 プロ ジェ クト 。 で 検索 の 
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( 特 企画 
化 輪 線 あ きた 四季 彩 号 (5 


(565 や で 宮 じ ⑮、 多 誰 議 設 


DC 特別 企画 列車 や 、 イ ベン ト 列 車 で いわ て の 旅 を 楽し も う ! お 得 な 切符 も 見 逃 せ な い ! 


※ 掲 載 の 情報 は 2021 年 1 月 現在 の も の で す 。 


特 (中 【 企 【 画 





安比 ・ 八 幡 平 エリ ア の 美しい 新緑 と 、 雄 大 な 山々 を 車窓 か ら お 楽し み 
いた だ け ま す 。 


so =。 








盛岡 つ 秋田 


CELE 還 還 還 ゆ 


キハ 110 系 リク ライ ニン グ 








(団体 臨時 列車 ) 





筑 っ こ 釜石 ・ 宮 古 飼 ts 


びゅう コー スタ ー 風 っ こ 編 成 で 、 通 常 味 わ え な い ト ロッ コ 列 車 と 三陸 
海岸 の 旅 を お 楽し みく だ さい 。 


運転 日 
8 月 中 旬 


Em 。。 


花巻 ぢ 宮古 


キ mm 。 


び ゆ ゅ う コ ー ス ター 風 っ こ 








ーーー 
下 











アア た ああ プペ シア ルウ E 





27 ポケ モン トレ イン 宮古 [e 朋 


山田 線 の 自然 の 風景 の 中 で た くさ ん の ピカ チュ ウ に 囲ま れ 、 楽 し い 時 
間 を お 過ごし くだ さい 。 


Case 


6 月 5 日 


GE 


盛岡 つ 宮 古 


CELE 還 還 還 ゆ 


ポケ モン トレ イン 


(を RA 


46 名 














ボ ポケットモンスター・ ボ ケモ ン ・Pokemon は 任天堂 ・ ク リー チャ ー 
ズ ・ ゲ ー ム フリ ー ク の 登録 商標 で す 。 


(団体 臨時 列車 ) 





[ 企 ( 画 ) 


リバ イ バ ル 特急 スー パー は つか り [9 


2002 年 に 廃止 に な っ た 特急 の 復活 運転 。 盛 岡城 跡 公 園 等 、 盛 岡 の 侍 
魂 に 触れ る 旅 を 。 














復興 の 今 学習 列 車 





三陸 の プレ ミア ム な 食 を 堪能 し な が ら 列 車 の 旅 を 楽し む 企 画 列 車 で す 。 


5 月頃 運 行 
宮古 久慈 (予定 ) 








東日本 大 震 災 か ら 10 年 経過 し た 沿岸 地域 の 現在 の 様子 と 防災 に つ 
いて 学ぶ 列車 で す 。 
菩 6 月 頃 、11 月 頃 久慈 田野 畑 、 宮古 ー 鵜 住居 、 成一 釜石 (予定 ) 





三陸 縦断 夜行 列車 さん 9 く あ さか ぜ 号 
日 本 最長 の 第 ニセ クタ ー 鉄 道 で ある 三陸 鉄道 リア ス 線 163 km を 夜 


通し 走破 し 、 車 窓 か ら 朝 日 を 眺め る 企画 列車 で す 。 
7 月 頃 運 行 盛 久 慈 


三陸 鉄道 1 日 フリ ー 乗 車券 (区 間 別 ) 








決め られ た 区 間 が 1 日 乗り 放題 ! 詳 し く は 下記 WEB ペー ジ ま で ! 


https://Www.sanrikutetsudou.com/?p=421 





[お 問合せ ] 谷 0193-62-7000( 三 陸 鉄 道 株 式 会 社 旅客 営業 部 ) 











JR 東日本 盛岡 支社 





| な 東北 DC イベ ント 列車 と 運行 マッ プ ]  。: 中 


大 湊 
\N 主 N 
NO= 屋 \ U 
ぷっ 奥津 軽い ま べ つ / 


津軽 二股 〇 生 c て 畠田 


(団体 臨時 列車 ) 


特別 【 企 】 画 








フル ー テ ィ ア いわ て [6 月 


通常 は 、 郡 山 一 会 津 若松 等 を 走る フル ー テ ィ ア 。 岩 手 県 の フル ー ツ と 
県 責 エ リア の 絶景 を 。 


へ 


七戸 十和田 





Sm 。。 mm mm = ur 


の 6⑨9@⑥@⑥ “ 
BRT さ ん りく ラッ ピン グ 











盛 や 気仙 治 


詳し い 情 報 は 、「」R 東 日 本 岩手 」 で 検索 ! 


JR 東日本 岩手 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

人 @ 別 車 の 情報 は 、2021 年 1 月 現在 の 情報 を 掲載 し て いま す 。 時 刻 等 は 変更 に な る 場 
合 が あり ます の で 、 お 出掛け の 際 は 、 時 刻 表 等 で ご 確認 くだ さい 。 

@①② の 指定 席 は 、JR 東 日 本 の イン ター ネッ ト 予 約 サ ービス 「 え き ね っ と 」 で お 申し 込 
みい た だ け ま す 。 

@③④②⑦⑤ の 運行 日 ・ 発 売 方 法 な ど 、 詳 し く は 上 記 サ イト に て 随時 お 知ら せい た し ます 。 


IGR いわ て 銀河 鉄道 


… ver @ ら @ ス 


大 人 (中 学生 含む ) 5,200 円 、 小 児 2.600 円 

IGR 盛岡 駅 ・ 二 戸 駅 、 銀 河 鉄道 観光 (青山 駅 青山 南口 ) 
三陸 鉄道 宮古 駅 ・ 久 駅 大 人 (中 学生 含む ) 3.000 円 小児 1.500 円 
最寄り の JTB、 近 畿 日 本 ツー リス ト 、 び ゆう 、 ビ ッ グ ホリ デー の 店 舗 Pk 退 征 に 思 記 |!GR の 各駅 窓口 ( 半 米 駅 、 小 繋 駅 を 除く ) 
お よび 取扱 店 土 ・ 日 祝日 、 緒 : 肖 選 利用 開始 日 当日 に 限り 有効 





IGR ホリ デー フリ ー 切 符 


IGR 全線 (盛岡 - 目 時 ) 1 日 乗り 放題 





通年 871 て 4、12/30 て 173 も 利用 可能 
4 社 タ イア ッ プ 企 画 に よる 、 IGR バー ス デ ー き っ ぷ 
列車 と バス を 乗り 継い で @ と どの 駅 か ら で も スタ ー ト OK ! 










借 | 左 まわ り | 「 右 まわ り 」 一 定 方 
向 で コー ス 内 な ら 乗 り 降り 自由 
(逆戻り は で き な い の で 注意 !) 

念 有 効 期間 は 3 日間 、 期 間 内 で あ 
れ ば 何 周 し て も OK ! 

に 3 ※ イ ベン ト 列 車 等 、 指 定席 を 設定 し 

&K 還 。 て いる 便 を ご 利用 の 際 は 、 別 途 


指定 席料 金 が か か り ま す 。 


に な と 12 


お 誕生 日 当日 と 前 後 1 日 は 500 円 で 1 日 乗り 放題 ! (盛岡 目 時 ) 

さら に ご 本 人 + お 連れ 様 3 名 まで 同一 行程 に 限り ご 利用 可能 ! 
(運賃 は 人 数 分 か か り ま す ) 

大 人 ・ 小 児 と も に 500 円 x 人 数 分 (ご 本 人 十 3 名 様 まで ) 

生還 通年 IGR の 各駅 窓口 ( 斗 米 駅 、 小 繋 駅 を 除く ) 

| 利 用 期間 」 誕生 日 当日 十 前 後 1 日 


ぐる っ と めぐ る 、 一 定 方 向 在 
乗り 降り 自由 の お トク な 3 机 
日 間 周遊 パス で す 。 \ 


を で て 回 臣 





[お 問合せ ] 谷 019-626-9151(1GR イ ン フ ォ メ ーション ) 
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ノ ズ ノ パス 
Ei 


三陸 鉄道 「 岩 手 県 X イ シ ツ プ テ 」 
ラッ ピン グ 列 車 、 運 行 中 ! 


「 岩 と 手 ! 岩 手 ! イ シ ツ ブ テ !」 













2019 年 3 月 、 三 陸 鉄 道 リア ス 線 開通 記念 と 
し て 、 イ シ ツ ブ テ や いわ タイ プ の ポケ モン た 
ち が デ ザイ ン さ れ た 、「 岩 手 県 x イ シ ツ ブ テ 」 
の ラッ ピン グ 列 車 が 登場 し まし た ! 車 内 も 壁 拓 識 
面 に ポケ モン た ちがい っ ぱい 描か れ て いる 、 壮 議 詞 
特別 な 内 装 を ほど こさ れ た 列車 で す 。 ポ ケモ 
ン た ちと 、 三 陸 沿 岸 の 絶景 を 楽し む 旅 に GO! 


[岩手 県 x イ シ ツ ブ テ 」 イ メー ジ ソ ン 
グ を リリ ー ス ! - 志 

岩手 県 と イシ ツブ テ の こと を 歌う 歌 oo 
詞 に 合わ せ て 、 岩 手 県 と イシ ツブ テ is 2 
の 共通 ワー ド で ある 「 岩 (ROCK)」 を 
意識 し た 、“ ロ ッ ク " 調 の 軽快 な 楽曲 で 、 ボー カル は 岩手 県 二戸 市 出 
身 の 人 気 ロ ッ ク バ ンド 「SaToMansion」 の 佐藤 和夫 氏 が 担当 。 


さい こい ヽ ご 
ツボ ジ > ヽ 
















「 
EE ま Ishiirubufn k く N mm 品 ぐ N mm り る 
ww 1 串 者 和 Fn イシ ツブ プ テ / イシ ツブ フ テ の 殆 斑 千 詰 イシ ツブ フ テ の 醤 ) 
Ni 0 画 部 せん べ い 庄 合 [ ひみ つの コハク 向 詰 岩手 県 産 の 丸大 豆 と 小麦 、 岩 手 の 霊 aa、 
人 語 台 の 二 岩 ・ 早 池峰 山 の 湯水 を 使用 。 イ シ ツ 7 光 ウ ッ ョ 。 
伝統 の 胡麻 せん べ い 、 落 花生 せん 人 51 3 ブ テ も お いし さ の あま り 踊 り 出す ! le 


1 べ い と 、 い か せん べ い 、 り ん ご せん 

が べ い な ど 計 5 種類 の 詰合せ で す 。 
に 価格 : 500 円 ( 税 抜 ) 

ea 発売 元 : 株 式 会 社 小松 製菓 


ーー 


ーー ei 
還 中 補 PE プル ロ Mg" イコ 


TTY 1 
siW 放 ャ 





本 エエ キュ 
SN 












掘 体験 を 、 自 宅 で で きる 琉 垢 採掘 体 
験 向 。 太 古 の ロマ ン に 触れ て みよ う ! 


価格 :1.000 円 ( 税 抜 ) 
発売 元 : 久 慈 天 垢 株 式 会 社 


イワ ンコ 
如 手 県 の PR キャ ヤラ クタ ー「 わ ん こき ょ よう だ い 」 の 生み の 親 ・ オ ガサ ワラ ユウ ダイ 氏 が デザ イン し た 、 

いわ タイ プ の ボケ モン た ちの デザ イン マン ホー ル が 、 沿 岸 13 市 町 村 の それ ぞ れ 1 ヵ所 ずつ に 設置 中 で す 。 
※ マ ン ホ ー ル の 設置 場所 は 、 本 ペー ジ の 特設 サイ ト QR コ ー ド か ら 確 認 で きま す 。 






R 
は きみ へ 寺山 生 「 ざ 中 守 壮 8 へ 半 さ と ン 」 


価格 :400 円 ( 税 抜 ) 
発売 元 : 佐 々 長 醸造 株 式 会 社 





イシ ツ フ テ の 









党 


メル ベジ フラ スジ ュー ス 
【 ミ ニ ト マ ト ・ 冬 越し に ん じん 】 





- 串 員 大 由 
ms 





イシ ツブ テ の わん こそ ば 
盛岡 三 大 麺 の 一 つ 、 岩 手 名 物 「 わ ん こそ ば 」。 

イシ ツブ テ の お も て な し そば を どう ぞ 召 し 上 が れ ! 
価格 :550 円 ( 税 抜 ) 発売 元 : 古 舘 製 麺 所 


南部 鉄器 


挟 し ん で み ま せ ん か 。 
価格 :7,500 円 ( 税 抜 ) 発売 元 : 株 式 会 社 岩 鋳 


急須 イシ ツブ プ テ ( 金 / 黒 ) 
岩手 の 伝統 的 工芸 品 の 南部 鉄器 と イシ ツブ 
テ が コラ ボレー ショ ン ! イシ ツブ プ テ と お 茶 を 





\ 
ノ | 


。 革 明 呈 Q 石 席 本 部 千 ら 計 


AS NN は ご ロマ ツー で 違 JI 晶 
生き 山本 葵 S 酒 由 剛 











有機 農法 や 減 農 薬 栽 培 で 丁寧 に 
育て た トマ ト と に ん じん の 甘 さ ・ 旨 
さ を ギ ュ ギ ュ ッ と 凝縮 し まし た 。 


価格 :180ml 各 500 円 ( 税 抜 ) 
500ml 各 1,500 円 ( 税 抜 
発売 元 : キ ー ト ス フ ァ ー ム 株 式 会 社 


シシ ジラ 親 注 


「 い わ て 応援 ポケ モン 」 と し 四 議 和 9 大 調 
て 活動 する イシ ツブ プ テ は 、 た 届 還 に 語 議 
くさ ん いる “いわ "タイ プ の ポ 

ケモ ン の 筆頭 と いう こと も あ 
り 、 こ の た び 「 イ シ ツ ブ テ 親 
方 」 と いう 愛称 で 呼ば れる こ 
eS 


ひみ つの コハク テ チャーム 
プ テ ラ の チャ ー ム に 「 ひ みつ の コハク 」 を イ 
メー ジ し た 現 が セッ ト に な っ て いま す 。 

価格 :1.000 円 ( 税 抜 ) 発売 元 : 久 慈 現 垢 株 式 会 社 










2 電光 の (シンク NN の 6 記 后 
JR ク 語 紀 ANEBirte ME 
02570NIUDDDGIN が IN の ls 
し て 、 さ ま ざ ま な 取り 組み を 通じ て 岩手 
県 を 盛り 上 げ て いま す 。 





No.074 高 さ 0.4m 重 さ 20.0kg タイ プ 電 尺 詞 _ じ め ん 





Supported by @2021 Pokemon.@1995-2021 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 


ポケ ッ ト モ ンス ター・ ポ ケモ ン ・Pokemon は 任天堂 ・ ウ リー チャ ー ズ ・ ゲ ー ム フリ ー ク の 登録 商標 で す 。 
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サー ビス 提供 期間 :2021.4.1 こ 9.30 
旅 の プラ ン ニ ング に 始ま り 、 交 通 フ リー パス や 飲食 ・ 入 館 券 な ど 
各種 デジ タル チケ ッ ト の 購入 、 地 域 を 走る オン デマ ンド 交通 の 予 PET ロッ | M 
la | | 11 
< レク Mi NN ジ 和え N の 


約 ・ 決 済 な ど が お 手持 ちの スマ ー ト フォ ン で 完結 で き 、 チ ケッ ト も 
画面 の 提示 で OK… と 、「 よ り 便 利 な 移動 」 を 実現 で きる サー ビス 
「MaaS」。 東 北 各地 で より 多く の 場所 を 訪れ 、 リ アル な 体験 を 重 ) ご 』 
ね て いた だ く た め の お 手伝い と し て 、8 つ の エリ ア で サー ビス を ご Siesstc 

| 
提供 し ます 。 皆 様 の お 越し を 心 よ りお 待ち し て お り ま す 。 ーー 


※ イ ラス ト は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 提 供する サー ビス の 内 容 は 、 エ リア に より 異な り ま す 。 


人 の ーー ( ーー ア 、 
四 1O H 〇 K U M @ Q い 93 RE ( / 1 」 見 せる だ け 


詳し く は | 東北 MaaS 島 % 針 で 検索 の チケ ッ ト 


交通 デジ タル 
チケ ッ ト 





観光 の お 問合せ 寺 誠 


( 公 財 ) 岩手 県 鈴 光 協会 


TO020-0045 盛岡 市 盛岡 駅 西 通 2-9-1 マリ オス 3 階 人 019-651-0626 FAX 019-651-0637 


旅 マエ か ら 


合わ せ て 
ご 利用 で きる 


デジ タル 





JH 東日本 


( 公 財 ) 盛 岡 観光 コン ベン ショ ン 協 会 [盛岡 市 】 
(一 社 ) 八幡平 市 観光 協会 八幡 平 市 】 
滝沢 市 観光 協会 【 滝 沢 市 】 

(一 社 ) し ずく いし 観光 協会 【 案 石町 】 
葛巻 町 観光 協会 葛巻 町 】 
岩手 町 観光 協会 岩手 町 】 

(一 社 ) 紫波 町 観光 交流 協会 【 紫 波 町 】 
矢 貼 町 観光 協会 矢巾 町 】 

(一 社 ) 花 巻 観光 協会 【 花 巻 市 】 

(一 社 ) 北上 観光 コン ベン ショ ン 協 会 【 北 上 市 】 
(一 社 ) 遠 野市 観光 協会 [遠野 市 】 

(一 社 ) 一 関 市 観光 協会 [一 関 市 】 

(一 社 ) 奥 州 市 観光 物産 協会 [奥州 市 】 

西 和賀 町 観光 協会 【 西 和賀 町 】 
金ケ崎 町 観光 協会 【 金 ケ 崎 町 】 

(一 社 ) 平泉 観光 協会 【 平 泉町 】 

( 特 活 ) 久 慈 広域 観光 協議 会 【 県 北 広域 】 





信 019-604-3305 
人 Q0195-78-3500 
信 019-601-6327 
信 019-692-5138 
合 0195-66-2111 
信 0195-62-2760 
信 019-676-4477 
信 019-611-2616 
人 Q0198-29-4522 
信 0197-65-0300 
信 0198-62-1333 
人 Q0191-23-2350 
人 Q0197-22-7800 
食 0197-81-1135 
信 0197-42-2710 
信 0191-46-2110 
合 0194-53-5756 


召 手 県 外 の 観光 案内 所 


岩手 県 東京 事務 所 (いわ て 銀河 プラ ザ ) 谷 03-3524-8289 


東京 都 中 央 区 銀座 5-15-1 南海 東京 ビル 1 階 


北東 北 三 県 大 阪 合同 事務 所 人 06-6341-3258 


大 阪 府 大 阪 市 北 区 梅田 1-3-1-900 大 阪 駅 前 第 一 ビル 9 階 


いわ て の 観光 情報 は 


https://iwatetabi.jp/ 


いわ て 観光 キャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 (岩手 県 商工 労働 観光 部 観光 ・ プ ロモ ーション 室 ) 





(一 社 ) 久慈 市 観光 物産 協会 【 久 慈 市 】 
二戸 市 観光 協会 【 二 戸 市 】 
普代 村 観 光 協 会 【 普 代 村 】 
軽米 町 観光 協会 軽米 町 】 
野田 村 観 光 協 会 【 野 田村 】 

九戸 村 観 光 協 会 【 九 戸村 】 

洋 野 町 観光 協会 【 洋 野 町 】 

ー 戸 町 観光 協会 【 一 戸町 】 

(一 社 ) 宮古 観 光 文 化 交流 協会 【 宮 古市 】 


(一 社 ) 大 船渡 市 観光 物産 協会 【 大 船渡 市 】 
(一 社 ) 陸 前 高田 市 観光 物産 協会 陸前 高田 市 】 


(一 社 ) 交 石 観光 物産 協会 【 移 石 市 】 
住田 町 観光 協会 住田 町 】 

(一 社 ) 大植 町 観光 交流 協会 【 大 植 町 】 
(一 社 ) 山 田町 観光 協会 【 山 田町 】 

(一 社 ) 岩 泉町 観光 協会 【 岩 泉町 】 
田野 畑村 総合 観光 案内 所 【 田 野 畑村 】 


信 0194-66-9200 
信 0195-23-3641 
食 0194-35-2115 
信 0195-46-4746 
人 Q0194-78-2012 
信 0195-42-2111 
信 0194-65-5916 
人 Q0195-33-2111 
信 0193-62-3534 
人 Q0192-21-1922 
食 0192-54-5011 
人 Q0193-22-5835 
信 0192-46-2111 
信 0193-42-5121 
信 0193-65-7901 
人 Q0194-22-4755 
人 Q0194-33-3248 


北東 北 三 県 名 古屋 合同 事務 所 合 052-251-2801 


愛知 県 名 古屋 市 中 区 栄 4-16-36 久屋 中 日 ビル 3 階 


北東 北 三 県 福岡 合同 事務 所 (みち の く 夢 プラ ザ ) 谷 092-736-1122 
福岡 県 福岡 市 中 央 区 天神 2-8-34 住友 生命 福岡 ビル 1 階 


いわ て の 面白 情報 を 紹介 中 ! 
で ドー ジジ 回 グ 


https://plaza.rakuten.co.jp/machi03iwate/ 





回 古 加 加 


〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10 番 1 号 TEL 019-629-5574 


